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田

邉

吾

は
じ
め
に

日
本
常

民
文

化
研
究

所

が
神

奈

川
大
学

に
招

致

さ
れ
、

こ
の
度

、

二
十

年

を
迎

え
ら

れ
た

こ
と

は
慶

賀

の
至

り
で
あ

る
。
本
会

場

に
列

席

の
大
勢

の
方

々
と
共

に
祝
意

を
表

し
、

さ

ら

に
今
後

の
発
展
を
期

待

い
た

し

た

い
。

こ

の
間
、

初
代

の
山

口
徹

所

長

か
ら
橘

川
俊
忠

所
長

に
至

る

ま

で
、

そ

の
活

動

・
運

営

に
尽
力

さ

れ
た

こ
と

に
対

し
敬
意

を
表

す

る
。

ま

た
、
筆

者
個
人

と

し

て
も
、

こ
れ
ま

で
種

々
、

指
導

を

た
ま

わ

っ
た
こ
と

に
対

し
謝
意

を
申

し
あ
げ

る
。

今

回
、

日
本
常

民
文

化
研
究

所

が
設

立
以
来

の
研
究

目

標

の
大

き

な
柱

の

一
つ
と
し

て
位
置

づ

け

て
き
た

「漁
業

・
漁

村

の
テ
ー

マ
」

に
関

し

て
、
発
表

の
機
会

を
得

る

こ
と
が

で
き
た

こ
と
を

光
栄

に
思

っ
て

い
る
。

漁村の民俗世界

筆
者
が
最
初

に

「
漁
業

.
漁
村
」

に
関
す
る
研
究
主
題
の
こ
と
で
日
本
常
民
文
化
研
究
所
を
訪
問

し
た
の
は
昭
和
三
十

六
年

か
ら
昭
和

四
十
五
年

に
か
け
て
の
頃
で
あ

っ
た
。
今
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
、
あ
る

い
は
三
十
五
年
も
前

の
古

い
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
研
究
所
は
吉
祥
寺

の
武
蔵
野
美
術
大
学
の

一
室

に
お
か
れ
て
い
た
。
椅
子
や
ソ
フ
ァ
の
肘
掛
け
の
と
こ
ろ
が
磨
り
減
り
、
白

い
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は
ず

の
椅

子

の
カ
バ
ー

は
ア

メ
色

を

し

て

い
た

の
が
印
象

的

で
あ

っ
た
。

お
世
辞

に
も

「
き

れ

い
な
研
究

所
」

と

い
う
印
象

か

ら
は

ほ
ど

遠

か

っ
た
が
、

「常

民
を

研
究

す

る
場

所
」

と

は

こ
う

い
う

も

の
か
と
感

得

し
た
。

し

か
し
、
研
究

所

の
中

味

は
別

で
、
昔

も
今

も
変

わ
ら
ず

、
研
究

所

の
所

員

は

「
輝

い
て
」

お
り
、

「
鐸

々
た

る
先
生
方

」

と

い
う

か
、

「多

士
済

々
」

と

い

っ
た
感

じ

で
あ

っ
た
。

帰

り

は
研
究

所

か
ら
吉
祥

寺

駅

ま

で
櫻

田
勝
徳

先
生

と

二
人

で
歩

き
、

必
ず

「
寄
道

」

を
す

る

の
も
楽

し

み
で
、
櫻

田
先
生

の
口
ぐ

せ

は
、

「
気
取

ら
な

い
店
」

で

い
こ
う

と

い
う
言

葉

で
あ

っ
た
。

懐

か
し
く

思
う
。

そ

の
後

、
研
究

所

は
三

田
郵
便

局
や

オ

ー
ス

ト
ラ
リ

ア
大

使
館

に
近

い
澁
澤

邸
跡

の

マ
ン

シ

ョ
ン
の

八
階

の

一
室

に
移

り
、
研
究

所

の

部

屋

は
綺

麗

に
な

っ
た
が
設

備

(備
品

・
家

具

・
調
度

品

)

は
以
前

と
同

じ

で
あ

っ
た

よ
う

な
記
憶

が
あ

る
。

日
本

常

民
文
化
研
究

所

編

で
、
慶

友
社

が

『
民
具
論

集
』

を
刊
行

し

て

お
り
、
そ

の
第

三
集

が
出

版

さ

れ
た
昭
和

四
十

六
年
頃

の
こ
と
だ

と
思

わ
れ

る
。

さ
ら

に
研

究
所

は
神
奈

川
大

学

に
移

り
、

初
代

所
長

の
就
任

以
後

、
最

初

に
訪

問

し
た

と

き
、
施

設
、
設

備

は
も

と
よ

り
、

す

べ
て
が

「
輝

い
て
」

い
た

の
に
驚

嘆

さ
せ

ら
れ

た
。

(当

日

の
配
布

資
料

の
確

認

・
説

明

は
省
略

)
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ω

漁
村

(海
付

き
の
村

・
海
村
)

の
研
究
史
と
民
俗
学

こ
こ
で
は
、

こ

れ
か
ら
民

俗
学

サ
イ

ド

で
、
漁

村

(海

付

き

の
村

・
海

村
)

の
研
究

を

お
こ
な

っ
て

い
く

に
あ

た
り
、

な

に
を
明

ら

か

に
し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
か

(課

題
目
的

)

に

つ
い
て
述

べ
た

い
。

こ

の
方
面

の
研
究

に
志

を
も

ち
、

興
味

や
関

心

を

よ
せ
、
あ

る

い
は
、

こ
れ

ま

で
の
研

究

を
発
展

さ

せ
る
た

め

の
参
考

に
な

れ
ば

幸
甚

で
あ

る
。



日
本

民
俗
学

の
本
流

は
、

い
う
ま

で
も
な

く
農
村

・
農
民

の
伝

統
文
化

の
研

究

に
あ

っ
た
。

そ
う

し
た
流

れ

の
中

に
あ

っ
て
、
櫻

田
勝

徳

先
生

は
、

ど
う

し

て
漁
村

・
漁

民

の
研
究

に
着

目

し
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

筆

者

は
、
櫻

田
先

生

が
著

し
た

『漁
村

民

俗
誌

』

(昭
和

九
年

)

や

『漁

人
』

(昭
和

十
七
年

)
等

の
労
作

が

こ

の
方

面

の
古
典

的

な
研

究

成

果
と

し

て
高

い
評
価

を
う

け
、

】
家

を

な
し

て

い
た
後

に
、

東
洋

大
学

の
田
辺
寿

利

先
生

の
紹
介

で
拝

眉

の
栄

に
浴

し
た
。

そ

の
頃

、
櫻

田
先
生

は
さ
ら

に

『漁
携

の
伝
統

』

(昭
和

四
十

三
年

)

を
著

さ
れ
、

ひ
き

つ
づ

き

『海

の
宗
教

』

(昭
和

四
十

五
年

)
を

刊
行

さ
れ
た
。

『海

の
宗

教
』

執
筆

に
あ

た

っ
て
は

「筆

が

は
こ
び

、

五
ケ
月

ほ
ど

で
上
梓

し
た

が
、
出

版

に
あ

た

っ
て
は
誤
植

が
多

か

っ
た
」

と

い

っ

て
、
著
者

自
身

が
訂

正
し

て
高

著

の
恵
贈

を

う
け

た
記
憶

が
あ

る
。

当

時
、
筆
者

の
質
問

に
対

し

て
、
櫻

田
先

生

は
、

「皆

が
あ

ま

り
注

目

し
な

い
民
間

伝

承

の
中

に
も
、

民
俗

的

な
意

味

を

も

つ
も

の
が

あ

る
」

こ
と
を
強

調
さ

れ
た
。

そ

の
結

果

が
漁
村

.
漁
民

の
研
究

を
主

眼

と
す

る

こ
と

に
な

っ
た

と
考
え

ら
れ

る
。

ま
た

こ
の
よ
う

に
非

農

民

の
文

化
を
究

明

す

る
意

図

は

「技
術
史

的
な
側

面
を
調

査

・
研
究

す

る
」

こ
と

の
重

要
性

を
強
調

さ

れ
た

こ
と

に
関
連

す

る
。

こ
の
テ
ー

マ
は
河
岡

武
春
氏

や
大

島
暁
雄

氏

の

『上
総

掘

り

の
民
俗
』

(技

術

民
俗

論

の
課

題
)

等

と
錯

綜

す

る

の

で
別

の
機

会

に
論

考

を

か
さ

ね
、
議
論

し

て

い
た
だ
き

た

い
。

漁村の民俗世界

「
研
究
史

」

と

「
民
俗

学
」

と

し
て

の
ア
プ

ロ
ー
チ

に

つ
い
て
述

べ
る
と
、

こ
れ

ま

で

「
漁
村
」

と

よ
ば

れ

て
き
た

「
海
付

き

の
村

」

ま

た

は

「
海
村

」

に
関

す

る
調
査

や
研
究

は
、

学
問

の
各

分
野

に
お

い
て
お

こ
な

わ
れ

て
き
た
。

例

え
ば

、

地
理
学

で
は
、
自
然

地
理

学
、

人
文
地

理
学

に
と
ど
ま

ら
ず
、

水
産
地

理

学
、
漁

村
地

理
学
、

経
済

地
理
学

・

歴
史

地

理
学

な

ど

の
分

野
別

に
専
門

分
化

さ
れ

て
き

た
。

同

じ
よ

う

に
歴
史

学

分
野

で
も
、

漁
村
史

、
漁

業
史

、
漁
業

経
済

史
、

漁
業
技

術
史

な
ど

の
研
究

成

果
が
あ

る
。
中

で
も
小
沼

勇
氏

の

t25

　…



労
作

『
日
本
漁
村

の
構
造
類
型
』

(昭
和
三
十
二
年
)
は
民
俗
学
、
社
会
学

に
与
え
た
影
饗
Hが
大
き
か

っ
た
業
績

で
あ
り
、
『
明
治
前
日
本

漁
業
技
術
史
』

(昭
和
三
十
四
年
)

は
明
治
期

に
編
ま
れ
た

『日
本
水
産
捕
採
誌
」
と
と
も
に
民
俗
技
術

の
分
野

に
と

っ
て
裡
益
す
る
と

こ
ろ
大
で
あ

っ
た
。
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ま
た
・
社
会

学

で
は
農

村
社

会
学

、
都
市

社
会

学

の
後

を
追

う

よ
う

に
水
産

社
会

学
、
漁
村

社
会

学
、

漁
村
教

育
社
会

学

と

い
わ
れ

る

分

野
ま

で
分
化

し

て
き
た
経
緯

と
実

績

が
あ

る
。

そ

れ

に
あ

わ

せ
て
注
目

す

べ
き

は

「
自
治
体
史

」

の
中

に
み
る

べ
き
業

績

が
あ

り
、
中

で
も
近

世
史

の
中

で
最
近
刊

行

さ

れ
た

『沼
津

市
史
』

(史
料

編

・
漁
村

)

は
そ

の
代

表

と

い
え

る
。

こ
の
よ
う
な

隣
接
諸
科

学
進

展

の
中

で
、

「民

俗
学

的

側

面
」

か

ら

「
漁
村

」

を
研

究

す

る

こ
と

の
意
義

、
目

的
、
方

法

、
内

容
等

に

つ
い
て
考

察

す

る
こ
と

が
重

要
課

題

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
は
、

レ
ジ

メ

に
示
し

た

コ
ン
テ

ン
ツ
②

の
冒
頭

で
述

べ
る

こ
と
に
す

る
。

あ
わ

せ
て
、
漁

村

・
海
付

き

の
村

あ

る

い
は

「海

村
」

の
研

究
史

(学
史

)

に
関

し

て
は
、
紙

幅

、
時

間
的
制

約
が

あ

る

の
で
詳
細

に

つ
い
て
は
述

べ
ら

れ
な

い
。
高

桑
守

史
氏

の

『
日
本
漁

民
社

会
論
考

』

を
参

照

し

て

い
た
だ
き

た

い
。

ま
ず
、

「海

村

」

の
語

は
、
昭

和

十

四
年

(
一
九

三
九

)

に
牧

田
茂

氏

が

『
ひ
だ
び

と
』

(第

七

巻

三
号
)

に

お

い
て

「
海

村

民

俗
覚

書

」
を
発
表

し
た
が

、
同
氏

は
同

じ
昭
和

十

四
年

八
月

の

『水

産
界

』

(第

六

八

一
号

)

に

「
男
鹿

半

島
漁

村
採

訪

記
」

を
発

表

し

て

い

る
。

し
た
が

っ
て
当

時

は
本

人

も

「海

村
」

と

い
う
語

も

「
漁
村

」

と

い
う
語

と
と
も

に
、

あ

ま
り
意
識

し

て

い
な

か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
翌
年

の
昭
和

十

五
年

(
一
九

四
〇
)

に
、
同
氏

は
、

「海

民
」

と

い
う
言
葉

を
使

う
よ

う

に
な

る
。

同

氏

の
・

昭
和

十

五
年

(
一
九

四
〇
)

の
六
月

と
七
月

、

昭
和
十

六
年

(
一
九

四

一
)
三

月

の
三
回

に
わ
た

り

『國
學
院

雑
誌

』

に
掲



載

さ
れ
た
論
文

「海
民
信
仰
論
」
が
そ
れ
で
あ

る

(第

四
六
巻
六
号
、
第
四
六
巻
七
号
、
第

四
七
巻
三
号
)
。

他

方
、

そ

の
頃

の

「漁

業

等

に
関

す

る
民
俗
研

究
」

の
動
向

を

み

る
と
、

ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

で
は
昭
和
十
年

(
]
九

三
五
)

七
月

三
十

日

に

『
ア

チ

ッ
ク

マ
ン

ス
リ

ー
』

の
第

一
号

を
発
刊

し

て

お
り
、
そ

の
記
事

の
中

に
澁
澤

敬

三
氏

は
じ
め
櫻

田
勝
徳
氏

な
ど

六

名

ほ

ど

で
静

岡
県

の
三
津

に
行

っ
た

こ
と
な

ど
が

み
え

る
。

そ

の

『
ア
チ

ッ
ク

マ
ン

ス
リ

ー
』

第

七
号

(昭

和

十

一
年

〈
一
九

三
六

〉

一
月

三
十

日
)

に
、
ほ機

離

辮

氏

が

「海

村

の
人

々
」

と
題

し

て
、
姫
島

か
ら
佐

賀

ノ
関
方

面

の
採

訪

の
記
事

を

よ
せ

て

い
る
。

こ

の
間

の
動
向

を
、

さ

き

に
述

べ
た
牧

田
茂

氏

の
昭

和
十

四
年

以
降

の
研
究

成

果

に
重

ね

て

み
る

と
、
昭

和
十

一
年

に
祝

宮

静

氏

が

「海

村
」

と

い
う
表

現
を
用

い
た

の
は
三
年

ほ
ど

は
や
く
、

最
初

で
あ

っ
た
と

み
ら
れ

る
。

し

か
し
、

「海

村
」

と

い
う
言
葉

を
用

い
た

い

き

さ

つ
や
経
過

、
概

念

な

ど

に
関

し

て
は
、
筆

者

が

こ

の
件

に

つ
い
て
気

づ
く

の
が
遅

れ

た
た

め
、
祝
氏

本
人

か
ら
直
接
伺

っ
て

い
な

い

の
で
、
今

日

で
は
事

実

だ
け

が
生

き

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

そ

れ
以
前

の
、

こ

の
方

面

の
研
究
成

果

に
関

し

て
は
前
述

し

た
よ

う

に
櫻

田
勝
徳

氏

に
よ

る

『漁

村

民
俗

誌
』

『漁

人
』
等

が

あ

り
、

大

き
な

足
跡

を
残

し

た
。

漁村の民俗世界

こ
う
し
た
時
系
列
的
な
学
史
と
は
別

に
、
柳
田
國
男
氏
が
昭
和

二
十

三
年
に
ま
と
め
、
翌
年
、
日
本
民
俗
誌
叢
書

の
ω

と
し
て
三
省
堂

か
ら
発
刊
し
た

『北
小
浦
民
俗
誌
』

の
中

で
、
柳

田
氏
は

「
海
と
海
ば
た

の
村
」

の
生
活

に
ふ
れ
た
。

か

い

ふ

そ

の
中

で
、

「新

潟

県
佐

渡
内
海

府

村
」

の

「
海
府

」

と

い
う
地

名

に
注
目

し

た
。

す

な
わ

ち
、

「内

海

府
」

「
外

海
府
」

な

ど

の
地
名

あ

ま

あ

ま

ご
う

は
阿
波

や
豊
後

の
海

府
郡

や

、
他
地

の

「海

部
郷

」

の
よ
う

に
、

ア

マ
ベ

(海

部
)

で
あ

り
、

「灘

畑

の
村
」

で
あ

る
と

し
た
。

そ

し

て
、
香

取
神
宮

の
中

世

の
文
書

に
あ

る
下
総

常
陸

の

「
海
夫
」

(カ
イ

フ

・
カ
イ
ブ
)

に
も

ふ
れ
た

こ
と

は
特
筆

す

べ
き

で
あ

る
。
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『北

小
浦

民
俗
誌

』

の
は
し
が

き
を
記

し

た
柳

田
國

男
氏

は
、

昭
和

二
十

三
年

十

月

に

「
浦

.
磯

.
岬

の
村

」

と
か

「島

と
内
地

の
海
ば

た

の
村

」

と
か

い
う

言
葉

を
用

い
て
お
り
、

「
海
村

」

と

い
う
語

彙

を

用

い
て

い
な

い
。

だ
が

、
翌

昭

和

二
十

四
年

に
は

『海

村

生
活

の

研

究
』

と

い
う
標
題

で
、

十

一
名

に
よ
る
全

国

三
十

カ
所

の

「
離
島

及
び

沿
海
諸

村

に
於

け
る
郷
窯

生
活

の
調
査

」
結

果
を

発
表

し

て

い

る

(傍

点
筆

者
)
。

こ

の
調
査

は
昭
和

十

二
年

か
ら
十

四
年

に
か
け

て
実
施

さ
れ
、

百
項

目

の

「
沿
海
地

方

用
」

(採
集

手
帳

)
が
項

目

の

基

本

に
な

っ
て

お
り
、
表

題

を

「海

村

生

活

調
査

項

目
」

と

し

た
点

が

注

目

さ

れ
、

柳

田
氏

は
、

そ

の
序

に

お

い
て

「
海

村

調

査

の
前

途

」

と
題

し
て
逸
文

を
認

め

て

い
る
。
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次

に
、
前
述

し

た
研

究
成
果

の
う

ち
、

民
俗
学

サ

イ
ド

に

か
か
わ

る
内
容

の
詳

細

に

つ
い
て
み
る

と
、

昭
和
十

七
年

に
ま
と

め
ら
れ

た

『漁

人
』

(櫻

田
勝
徳

・
六
人

社
)

の
中
味

は
、
ω

漁
業

伝
承

者
、

②
漁
業

労
務

組
織

、
⑧

信
仰
行
事

、
ω

漁

場
慣
行

に
就

て
、

の
四
章

に

わ
た

っ
て

い
る
。

こ

の
う

ち
、
②

に

お

い
て

「
村

君

の
残
存

に
就

て
」

(九

七
頁
～

一
六

二
頁

)
紙

幅

を

さ
き
、

『空

穂
物

語
』

(吹

上

之

下
)
中

に
み
え

る

「
む
ら
ぎ

み
」

「
あ

ま

か
づ

き

め
」

に
注

目

し

た
。

ま

た
、

『和

名

抄
』

以
来

の
文
献

『神

武
記

』

『播

磨
風

土

記
』

中

に
散

見

さ
れ

る

「
村

君
」

は

「
村
邑

の
長

」
だ

と
し

た
。

「村

君
」

の
項

目

は

『漁
携

の
伝
統

』

(民
俗

民
芸

双
書

・
昭
和

四
十

三
年

)

に
再
掲

載

さ
れ

て

い
る
。

ま

た
・
櫻

田
勝
徳

氏

は
社

会
学

大
系

『都
市

と
村
落

』

で

「
漁
村

」
を
分

担
執
筆

し
た
。

田
辺
寿
利

氏

の
責

任
編
集

に
よ
る
も

の
で
、

当
時
、

農
村

社
会
学

で

一
家

を
な
し

て

い
た
鈴

木

栄
太
郎

氏

が

「農
村

」

を
担
当

し

た

の
に
対

し
、
漁

民

.
漁
村

民
俗

は
民
俗
学

の
中

で

も
主

流

で
な

い
だ
け

に
、
非
農

業
民

に
関

す

る
研

究
内
容

や
項

目
設

定

に
苦

労

が

み
ら
れ

る
。

こ

の
内

容

は
ω

い
ろ

い
ろ
な
漁
村

、
②
漁

村

と
地
先

の
海

、
㈹
漁

業
組

織

と
社

会
構

造
、
ω

漁
村

の
型

・
新

し

い
漁

村

の
分

化

、
㈲
結

記

(零

細
漁

業

者

の
編
成

)
、

な
ど

に
関

し

て
述

べ
て

い
る
。



さ
ら

に
櫻

田
勝
徳

氏

は

『日
本

民

俗
学

大
系

』

(卒

凡
社

・
昭
和

三
十

四
年

刊
行

・
昭
和

五
十

一
年

覆

刻

版
)

の

「
生
業

と
民
俗

」

の

う

ち

「漁

業
」

の
部

を
担
当
執

筆

し
、

そ

の
項

目
立

て

の
中

で
、
ω

漁
業
関

係

の
民
俗

の
所

在

に

つ
い
て
、
②
漁

場

・
漁

法

と
民
俗

、
⑧

漁
船

.
漁
獲

物
分

配

と
民
俗
、

の
三
項
目

を
あ
げ

て

い
る
。

そ

の
他
、
櫻

田
勝

徳

氏

は

『日

本

民
俗

資
料

事

典
』

(第

一
法
規

・
昭
和

四
十

四
年

)

の

「
生
産

・
生

業
」

の
う

ち

「
漁
携

」

の
分

野

を
執

筆

す

る
中

で
、
漁

携

と
民
俗

と

の
か

か
わ
り
を
詳

述

し

て

い
る
。

す
な

わ

ち
、
ω

漁
榜

の
種

類
、
②

漁
場

、
㈹
漁

榜

の
方
法

(㈹
漁

期

.
⑧
漁

法

〈
鵜
縄

.
鵜

竿
〉
.
⑥
組

織
)
、
ω

漁
携

の
経

営

、
⑤
漁
船

・
漁

携
用

具

(㈲
漁
船

・
⑧
漁
携

用
具

〈
漁
網

・
釣
鈎

・
モ
リ

・

ヤ

ス

.
ス
カ
リ

.
カ
ギ

.
イ

ソ
ガ
ネ

.
ウ

ケ

.
ヤ

ナ

.
タ

コ
ツ
ボ
〉
)
、
㈲

漁
獲

物

の
製
造

・
加

工
、
ω

漁
携

の
習
俗

(㈹
船

の
儀

礼

・
⑧

漁
祝

い

.
◎
信

仰

〈船

霊
信
仰

・
エ
ビ

ス
信
仰

〉
)
、
㈲

製

塩
、

の
八
項
目

が

そ
れ

で
あ

る
。

漁村の民俗世界

以
上

、
櫻

田
氏

の
研
究

、
業
績

を
中

心

に
述

べ
た
が

、

そ

の
他

に
も
、
倉

田

一
郎

氏

が
著

し
た

『
経
済

と
民
間

伝
承

』

(遣

稿
集

・
東

海
書

房

.
昭
和

二
十

三
年

)
中

の

「漁

獲
物

分
配

の
諸

問

題

」

や
、
柳

田
國

男

氏

・
倉

田

　
郎

氏

共
著

に
よ

る

『分
類

漁

村

語
彙
』

(民

間
伝

承

の
会

版

.
昭
和
十

三
年

)
な

ど
、

こ

の
方

面

の
研
究

に
稗
益

す

る
と

こ
ろ
大

で
あ

る
と

い
え

る
。

な

お
、
上
述

し

た

『北
小
浦

民

俗

誌
』

も
倉

田

一
郎

氏
が

調
査

し
た

フ
ィ
ー

ル
ド

・
ノ
ー

ト
を
も

と

に
柳

田
國
男

氏

が
ま
と

め
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
附

言

し

て
お
き
た

い

。最
後

に
、
筆
者
自
身
は

『海

の
暮
ら
し
と
祭

り
』

(国
書
刊
行
会

・
昭
和
五
十

二
年
)

の
中

の

「海

の
暮
ら
し
」
で
、
項
目
を
ω
漁
村

の
民
俗
、
②
漁
携

の
方
法
、
㈹
漁
場
と
漁
携
組
織
な
ど
、
ω
漁
村

と
交
易
、
⑤
海
民

の
信
仰
、
⑥
儀
礼

と
禁
忌
、
ω
漁
村

の
郵
と
晴
れ
・

に

つ
い
て
述

べ
た
。

ま
た
、
筆
者

だ

、
れ
ま
で
主

に
注
目
し
、
調
査
し
て
き
た

「
灘

(海
士

・
婆

)
」
研
究
を
例

に
あ
げ
れ
ば

「
し
だ

い
に
少
数

に
な
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っ
て

い
く
・

こ
の
原

始
的

な
漁
業

の
生
活

の
中

に
、
古

い
時
代

の
漁
人

の
生
活

を

想
像

さ

せ

る

い
ろ

い
ろ
な

も

の
が

あ

る
」

(瀬

川
清

子

氏

「
蛋
人

の
生
活

」

『海

村
生

活

の
研

究
』
)

と

い
う

こ
と
が
、
ま
ず

主
題

設
定

の
発

端

と
な

っ
て
は
じ
ま

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

こ
の
古

い
時
代

の
漁

人

の
生
活

を
想
像

す

る

た

め

の
具
体

的

な
項

目

(テ

ー

マ
)

と
し

て
、

「
漁
業

権

の
問

題
、

漁

人

の
移

動

性
、
漁

人

と
商
業

の
関

係

」

(前
掲

書
)

な

ど
が
も

た

れ
、
蛋

人
研
究

が
進

め

ら

れ

て
き

た
。

ま
た
、

漁
業

関

係

の
民
俗

の
所

在

に

つ

い
て
、

漁

場
・

漁
法

の
民
俗

や
漁
船

、
漁

獲
物

の
分
配

と

民
俗

な
ど

を

み
る
中

で
、

「
漁
村

生

活

に
お

け

る

い
ろ

い
ろ

の
伝

統

的

な

や
り
方

を
見

い

だ

す
」

(前

掲

『日
本

民
俗
学

大
系

』
)

一
つ
と
し

て
の
螢

人
研
究

で
も
あ

っ
た
。

さ
ら

に
問

題

の
所
在

・

あ

る

い
は
反
省

と
し

て
、

こ
れ
ま

で

の
海

士

・
海

女

の
調
査
、

研
究

の
要
項

に

お
い
て
は
、

「道

具

.
潜
水
着

、

方
法

、
約
束

、
俗

信
、
潜

水
漁

を
専
業

と
す

る
村

落

の
性

格
」

(前

掲

書

)

と

い
う
内

容

が
盛

り
込

ま

れ
な
が

ら
、

あ

ま
り

に
も

巨
視

的

な
民
俗

調
査

の
た

め
・

こ
れ
ら

の
調
査
項

目

が
、

い
か
な

る
問
題

を

さ
ぐ

り
、

理
解

し
、
解

明

し

て

い
く

た
め

に
設

定

さ
れ
た

も

の
で
あ

る

の

か
、
不

明
瞭

で
あ

る
よ
う

に
み
う
け
ら

れ

る

こ
と
も
あ

っ
た
。

こ
の

こ
と

は
・
柳

田
國
男
氏

の
指

導

に
よ
る

『海
村

生

活

の
研
究

』

お
よ
び

『離
島

生

活

の
研

究
』

(集
英

社

.
昭

和

四
十

一
年

)

に

よ
く
あ

ら
わ

れ

て

い
る
。
同

氏

は
、

「事
実

の
集

積

の
中

か
ら

あ

る
種

の
形

跡

を

み

い
だ

し
、

そ
れ

を
も

と

に
過
去

を
想
像

す

る
」

と

い

う
方

法
を

と
り
、

「
土
地

の
実
例

を
記
述

し
、

他

日
遠
近

の
各
地

と
比

較

す
る
」

(
『北
小
浦

民

俗
誌
』
、
傍
点

は
筆
者

)

と

い
う
流
儀

に
よ

る
と

こ
ろ
が
多

か

っ
た
。

と

こ
ろ
が
蛋

人
研

究

に
限
定

し

て

み
る

な
ら
ば

、

「
百
項

目

羅
列

主

義
」

と

「想

像
」

に
終

っ
て
し

ま

っ
た

き

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ら

い
が

あ

る
。

事
実

を
集
積

す
る

こ
と
が

で
き
れ
ば

想
像

で

は
な
く
実

証

で
き
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

す

な

わ
ち
、

こ
れ

か
ら

の
蛋

人
研
究

は

も
と

よ
り
、
漁
業

・
漁

村

の
研
究

は
想
像

で
は
な

く
、
実
証

が
必
要

で
あ

る
。

そ
れ

に
は
物

質

文
化

(民
具
)

の
側
面

を
も

見
定

め

て

い
く
努

力

が
必
要

で
あ
り
、

そ

れ
が
有
力

な
手

が

か
り

と
な

る
。

ま

た
、
蛋

人

(海
士

・
海

女
)

と

い

っ
て
も

一
年
中

裸
潜

水
漁

に
従

事

し

て

い
る
人

々
は
、
過

去

に
お
い
て
も
多

く
は
な

く
、
農
業

、

漁

業

・
行
商

(出
稼
ぎ

)

な

ど
、
他

の
生
業

と

の
か
ら

み
あ

い
の
中

で
裸
潜
水

漁

が
営

ま
れ

て

お
り
、

一
年
間

の
生
業

を
中

心
と
し
た
暮
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ら
し

か
た
を

よ
く
見
定

め
た
う

え

で
、
裸

潜
水

漁

の
行

為

や
、

潜
水

に
携

わ

る
時

期
、

生
活

の
位
置

づ

け
な

ど
を
問
題

に
し

な
け

れ
ば

な

ら
ず

、
以
上

の
動
向

を

ふ
ま

え
た

と

こ
ろ

に
、
蛋

人
を

と

お
し

て
漁
業

・
漁

村

の
民
俗

を
研
究

す

る
場
が
あ

る
と

い
え

る
。

ま

た
近
年
、

明
治
時

代

の
水
産
絵

図

に
関

す

る
研
究

も

さ

か
ん

に
な
り
、
全

国
規
模

の
調
査

や
展
示

も
藤
塚
悦

司
氏

な

ど

に
よ

っ
て
お

こ
な

わ
れ
る

に
至

っ
た
。

こ
う
し

た
資

料

(史
料

)

も
漁

業

・
漁
村

の
民
俗

世

界
を

み

て

い
く

た
め

に
貴

重

で
あ

る
・

②

漁
村
研
究

の
民
俗
学
的

ア
プ

ロ
ー
チ

「
漁
村
研
究

の
民
俗
学

的

ア
プ

ロ
ー
チ
」

に
お

い
て
は
、
漁
村

研
究

の
意
義

、

目
的

は
も

と
よ
り

、
方
法

・
内

容

に

つ
い
て
み

て

い
こ
う

と

す

る
も

の
で
、
本

課

題

の
中

核
を

な
す
部

分

で
あ

る
。

漁村の民俗世界

ま
ず

は
じ

め

に
、

「何

故

に
漁
村

(海
村

)

の
民
俗
学

的
研

究

な

の
か
」

そ

の
意
義

を

明
確

に
し

て
お

か
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

の
第

一
は
、

日
本

人

の
民
俗
文
化

の
中

核

は
農

耕

を
中

心

に
営

ま
れ
、
形
成

さ
れ

て
は
き

た
が
、

「稲

作
農

耕
民

だ
け

に
よ

る
伝

承
」

だ

け

で
形
成

さ
れ

て
き

た
も

の
で
は
な

く
、

四
囲

環
海

の
国

で
あ

る
た

め

に
、
海

と
深

く
、
広

く

か

か
わ

り
を

も

っ
て
暮

ら
し

を

た

て
て

き
た
人

た

ち
が
多

か

っ
た

こ
と
か
ら
、

そ
れ

ら

の
人

々
の
歴
史

と
文
化

の
所
産

を

み
き

わ

め
て

い
く
側

面
も

重
要

で
あ

る

こ
と

が
あ
げ

ら

れ

る
。
す

な
わ

ち
、

ア
ジ

ア

の

モ
ン
ス
ー

ン
地
帯

の
東

に
位

置
し

て
、
稲

作
農
耕

文

化

を
今

日

ま

で
二
千

年

以
上

に
わ
た

っ
て
伝

え

て
き

た

こ
と

に
あ

わ

せ

て
、
縄

文
文

化

の
時
代

以
前

か
ら
連
綿

と
、

木

の
実

や
草

の
芽

、
あ

る

い
は
草
根

木
皮

の
た
ぐ

い
を
採
取

(集

)

し

て

き
た

の
と
同

じ
よ
う

に
、
海

辺

で
の
魚

貝
藻

類

の
捕

採

や
漁
携

の
伝
統

が
今

日

ま

で
継

続
的

、
伝
統
的

に
お

こ
な
わ

れ
て

き
た

と

こ
ろ

に

注

目
し
、

そ

の
文

化
要

素

の
中

に
日
本
人

(わ
が
国

民
)

の
文
化

の
古
層

を
探

り

だ
し

て

い
こ
う
と

す
る
も

の
で
あ

る
。

よ
う
す

る

に
、
海

と

か
か
わ

っ
て
暮

ら

し

て
き
た
、

暮
ら

し

の
伝

統

の
中

に
、
日
本

人

の
基
層

文
化

と

い
う

か
、

「
日
本

文
化

の
古

層
」
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を
探

り
出

す
と

い
う

こ
と
が
大

き

な
意

義
、

目
的

の

一
つ
で
あ

る
。

そ
れ
故

に
、
漁
村

.
漁

民

の
民
俗

を
調
査

し
、
伝

承

を
研
究

す

る

の

m

で
あ

る

と

い
え

る
。

そ

れ
は
稲
作
農

耕

民
的
文

化
以

外

に
も
複
合

・
重
層

化

さ

れ

て
き
た
日
本

文
化

の
諸
要

素

を
明

ら

か
に
す

る
こ
と

で
あ

る
。

そ

の
第

二
は
、

日
本
人

の
生
活

文

化

の
中

に
、
海

と
か

か
わ
り

を
も

っ
て
暮

ら

し
て
き

た
人

々
の
文
化
要

素

を
探

り
、
摘

出

し
、

見
定

め

る

こ
と
は
、
今

日

の
よ
う

に
、
経

済
的

価
値
、

貨
幣
価

値

が
最
優

先

さ
れ

る
社
会

や
、
契

約
が

な

さ
れ
、
成

立

す
る

こ
と

で
す

べ
て

の

用
件

を
解

決
し

よ
う

と

し
た
り
、
解

決

さ
れ

た
り

す
る

「社

会
契

約
論

」
的

な
、

い
わ
ゆ
る
ビ
ジ

ネ

ス

.
ラ
イ

ク

(事

務

的

に

コ
ト

を
は

こ
ぶ
様

・
職
業

的
)

な
時
代

に
あ

っ
て
、

こ
れ
ま

で
日
本

人

が
育

て
、

持

ち

こ
た
え
、
伝

え

て
き
た

知
恵

(民
族

的
知
恵

.
民

族
的

セ

ン

ス
)

を
生

か
す

(再

生

す

る
)

こ
と
を
考

え

る
切

っ
掛

け
を

つ
く

る

こ
と

で
あ

る
。

す
な

わ
ち
、
今

日

の

い
わ
ゆ

る
、

ヒ
ト

・
モ

ノ

・
カ
ネ

の
時
代

に
あ

っ
て
、

ま

た
、
国
際

化

.
情

報
化

.
老
齢

化

の

〈
三
多

化
社

会
〉

の
中

に
あ

っ
て
、

あ
わ

せ
て
横
文
字

が
町
中

に
氾
濫

す

る
今

日
、

グ

ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
、

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

、

マ
ネ

ー
サ
プ

ラ

イ
、

エ
コ
ビ

ジ
ネ

ス
・

ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業

等
、

数

え

れ
ば

き

り
が
な

い
ほ
ど
非

日
本

化

さ

れ
た
社
会

が
そ

こ
に
あ

る
。
私

達

は
そ
う

し
た
中

で
暮

ら
し

を

し

い
ら

れ

て

い
る
。
暮

ら

さ
ざ

る
を
得

な

い
と

い
う

か
、
暮

ら

す
し

か
な

い
。

こ
う

し
た
世

の
中

に
あ

っ
て
、

さ
ら

に
国
際

化
が
進

展

す
れ
ば

、

日
本

人

は
世
界

に
視

野
を
広
げ

、

よ

り
国

際
人

に
な

る
た

め
の
道

を

進

む
こ
と
を

選

ぶ

で
あ

ろ
う
。

す

で

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
な

ど

を
通

し

て
、

「
日
本

人
総

英

語
教

育

(使

用
)
論

」
が
話

題

に
な

っ
て

い

る
こ
と

か
ら
も
、

そ

れ
は
窺

い
知

る

こ
と
が

で
き
る
。

し

か
し
・

わ
が
国
民

は
、
近

い
将

来
、

再
び
国

内

に
眼

を
む

け
る
日

が
必
ず

く

る
で
あ

ろ
う

こ
と
を
私

は
確

信
し

て

い
る
。

そ

の
時

は
、

日
本
人

が
日
本

人
自
身

の

こ
と
を
今

日
以
上

に
知

り
た

い
、

知

ら
な
く

て

は
な

ら
な

い
と
願

う
時

代

に
な

っ
て

い
る
は
ず

で
あ

る
。

現
在

、
進

行
中

で
あ

る
国
際
化

の
あ

と

に
、
日
本

人

と
は

な

に
か
、

い
か
な

る
民
族

で
あ

っ
た

の

か
を
必
ず

問
う

必
要

に
せ
ま
ら
れ

る

時
代

が
く

る

で
あ

ろ
う
。

さ
さ
や

か

で
あ

っ
て
も
、

「消

え

ゆ
く

日
本

人

の
記

録
」

を
、

そ

の
日

の
た
め

に
私

は
残

し

て

お
き

た

い
。
研



究
者

に
は
、
記
録

と

し

て
残

す
義
務

が
あ

り
、

な
く

て
は
な

ら
な

い
と
考

え

る
。

そ

れ
が
第

二

の
目
的

で
あ

る
。

よ
う
す

る

に
、

「
脚
下

を
照

顧

せ
よ
」

と

い
う

こ
と

で
、
遠
く

ば

か
り

に
眼

を

む
け

る

の

で
は
な

く
、
身

近

な

日
本

や
諸

地
域

の
文

化

を
見
定

め
、

そ

れ
を
尊

重

し
た
う

え

で
諸

外
国

の
文
化

や
伝

統
を
尊

重

す

べ
き

で
あ

る

と

い
え

よ
う

。

そ
し

て
変

容

を
も
見

き
わ

め
る
。

そ

の
第

三

は
、

漁
村

の

「
民
俗
学
的

研
究

」
を

お
こ
な
う

と

い
う

こ
と
は
、

た
ん

に
、
今
後

の

「
漁
村

(海
付

き

の
村

)

の
あ

り
方

」

や

「漁
村

の
生

き
る
道
」

あ

る

い
は

「
再
生

の
道

を
探

る
」

と

い
う

よ

う
な

も

の
で
は

な
く
、

「
漁

村

に
か
ぎ

ら
ず
、

あ

ら

ゆ
る
社
会

に

対

し

て
活

用

で
き

る
よ
う

な
学
問
的

結

果
を

ひ
き
だ

す
必
要

が
あ

る
」

と

い
う

こ
と

で
あ

る
・

漁村の民俗世界

過

日
、
成

城
大
学

の
民
俗
学

研
究

所

で
、

田
中
盲
=

氏

を
中

心

に
研
究

を

進

め

て

い
る
会
場

で
話

を
さ

せ

て

い
た
だ

く
機

会

を
得

た
。

そ

の
研
究

は
、

平
成
十

年
度

か
ら
平
成
十

二
年
度

の
三
年

間
、

「海

村
生

活

の
調
査
」

「
離
島

生
活

の
調
査

」

の
変
容

(海
村

部

の
社
会

構

造

.
経
済

生

活

.
習
俗

.
価

値
観

等

の
変

容
)

と

そ

の
諸

要
因

の
追

求

調

査

と

い
う
継

続

研
究

テ

ー

マ
で
あ

り
、

そ

れ

に
あ

わ

せ

て
、

「海

村

研
究

の
現
状

と
課
題

」

に

つ
い
て
述

べ
る
と

い
う
内

容

で
あ

っ
た
。

そ

の
際

に
も
申

し
あ
げ

た

こ
と
だ
が

、
柳

田
國
男

氏
指
導

に
よ
り

昭
和

十

二
年

か
ら
十

四
年

の
三
年

間

に
わ

た
り
、
全

国
的

三
十

カ
所

の
地

域
を

調
査

し
、

そ

の
結
果

を

昭
和

二
十

四
年

に
な

っ
て
刊
行

し

た

の
が

『海

村
生

活

の
研
究
』

で
あ

る
。

柳

田
氏

は
、

そ

の
序
文

と
も

い
え
る

「海

村

調
査

の
前
途

」

の
中

で
、

「
浦

磯
岬

の
村

」

を
調
査

す

る
中

か

ら

「
法

則
」

を
見

い
だ

す

こ
と
を
、

く

り
返

し
述

べ
て

い
る
点

が
注
目

さ
れ

る
。

よ
う
す

る

に
、
理
論

や
方

法

は
も
と

よ
り
、

「
法
則
性

」

を

ひ
き

だ

す

こ
と

を
前
提

と
し

た
調

査

、
研
究

が
望

ま

れ

る
と

い
え

る
し
、

ま

た
、

そ
う

し

て

い
か
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

れ

に
あ

わ

せ
て
大
切

な

こ
と
は
、

主
題
設

定

の
理
由

を
明
確

に
す

る
こ
と

は
も

と
よ
り
、

問
題

の
所
在

を
浮

き
彫

り

に
さ
せ

る

こ
と

で
あ

る
こ
と

は
言
う

ま

で
も
な

い
。
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例

え
ば

・
裸
潜

水
漁

に
よ

っ
て
ア

ワ
ビ
採

取

を

お

こ
な
う

蛋
人

(海

士

・
海

女
)

に
関

す

る
研
究

は
、
縄
文

文
化

の
時
代

に
ま
で

さ
か

の
ぼ

る

こ
と
が

で
き
る
民
俗

文
化

の
伝

統
を

も

っ
て
お
り
、

し

か
も
古

代
社
会

以
来

、
神

齪

の
御
饅

(御
食

)

や

「
婁
斗

」

と
し

て
贈
答

用

と
し

て

の
ア

ワ
ビ

は
今

日

で
も
祝
儀

に
用

い
ら
れ
、
生

き

て
い
る
し
価

値
も
低

下

し

て

い
な

い
。

こ
の
よ
う

に
、
伝
統

的

な
文

化
要

素

を
見

定

め

る
た
め

に
は
、
あ

る
種

の
価

値

の
変

わ
ら

ぬ
も

の
を
見

つ
け
出

し
、

見
定

め

て
追
跡

す
る

こ
と
が
必
要

と
な

る
。

と

こ
ろ
が
逆

に
・
同

じ

よ
う

に
伝
統

に
さ

さ
え
ら

れ

て
き

た
も

の
の
中

に
は
稲

(米

)

に
し

ろ
、

絹
、

鉄
、
塩

な

ど
、
古

い
時
代

に
は
貴

重
な

も

の
と

し

て
価

値

の
高

い
も

の
と

さ
れ
、
特

に
経
済
的

価

値
を

と
も

な

っ
て

い
た
も

の
が

、
時
代

の
変
遷

と
と
も

に
、
今

日

で
は
伝

統
的

な
価

値

を

と
も

な
わ
な

い
も

の

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
も

の
な

ど
あ

る
。

そ

れ
故

・
研
究

の
テ

ー

マ
設
定

に
あ

た

っ
て
は
、

「
変
容

」
を

テ

ー

マ
に
し

な

い
限

り

に

お

い
て

は
充

分

に
考

慮

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
点

で
あ

る
と

い
え
よ
う

。

方

法
論

に

つ
い
て

い
え
ば

、
筆
者

は

『
日
本

民

俗
学

の
課
題

』

(日
本

民
俗

学

会
編

.
弘

文

堂

.
昭

和

五
十

三
年
)

の

「
北

小
浦

に

お

け
る
民

具

と
生

活
l
l

民

具
研
究

と
民
俗
学
1

1
」

の
中

で
も
述

べ
た
よ

う

に
、

『北

小
浦

民
俗
誌

』

に
記
載

さ

れ
た
事
実

中

に
客

観

的

に
抽
象

化

さ
れ

て

い
な

い
部
分

が
多

い
こ
と

に
気

を
と

め
な
が

ら
、
他

方
、

マ
リ

ノ

フ

ス
キ

ー

(じU
村
o
ロ
一ω
一曽
毛

訳
鋤
ωO
④
H
竃
卸
一圃口
。
を
ω窓

)

の
著
し
た

〈
民
族
誌

・
『西
太
平
洋
の
遠
洋
航
海
者
』
〉
「ひq
。
§

ぎ

霞

睾

①
ω雪

℃
鋤
。
費

箋

〉

の
あ
み
か
た

に
注
目
し
て
き
た
。

マ
リ

ノ

フ
ス
キ
ー

の
場

合

は
、
仮
説

を
実

証

す
る

た
め

に
野
外
調
査

を

お

こ
な

い
、

そ

の
た

め

に

く
民
族
誌

V

を
ま

と
め
あ
げ

て
き

た
。

し

か
し
残
念

な

こ
と

に
、

わ
れ
わ

れ

の
学
問

は
、

ま
だ

そ

こ
ま

で
求

め
ら

れ
な

い
内

容

な

の
で
あ

る
。

わ
れ
わ

れ
は

「
あ

る
理
論

を
出

発
点

と

し
て
・

こ
れ
を

通
し

て
検

証

し
よ
う

と

す
る
」
側

面

が
少

な
く
、
逆

に
野
外

調
査

で
あ

つ
め
た
資

料
デ

ー
タ
を

た
よ
り

に

〈
民
俗

誌

〉
を

あ

み
、

そ

の
中

か
ら
あ

る
理
論

や
方

法
、

法
則

性
を

み

い
だ
そ
う

と
し

て

お
り
、

そ
れ

は
手

さ
ぐ

り

の
段

階

に
と
ど
ま

っ
て

い
る

と
も

い
え

る
。

し
た
が

っ
て
、

今
後
、

民
俗

学

に
お
け

る
民
具
研

究

と
生
活

に
関

す

る
調
査

、
研
究

が

一
体

と
な

る

こ
と

は
無

論

の
こ
と
、

さ
ら

に
目
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的

を
具
体
的

か

つ
明
確

に
し

た
う
え

で
野
外

調
査

を
実
施

し

て

い
く

べ
き

で
あ

ろ
う

。

レ
ヴ

ィ

・
ス
ト

ロ
ー

ス

(Ω
餌
&

Φ

ピ
曾

同-ω
叶鑓

話
ω
)
が

い
う

音

韻
論

に
よ

れ
ば
、

言
語

は
そ

の
最

小

の
構

成
単
位

で
あ

る
音

素

の
さ

ま
ざ

ま
な
組
合

せ
か
ら

な

っ
て
お
り
、

し

か
も
音
素

の
結
合

の
仕

方

に
は
、

そ
れ
ぞ

れ

の
言
語
体
系

に
独

自

の
法
則

が
存

在

し

て

い
る
と

み

る
。
彼

は
こ

の
よ
う
な

「構

造
言

語
学

」

に
お

け
る
音

素

の
概
念

を
神

話
学

に
も

ち

こ
み
、
神
話

が

い
く

つ
か
の
神
話

素

の
組
合

せ

か

ら
な

っ
て

い
る

こ
と

を
指
摘

し

て
、
神

話

素

の
結
合

の
仕

方

の
分
析

を

お
こ
な

っ
た
。

漁

村

に

お
け

る
民
俗

学
研
究

の
う

ち
、
漁

掛

用
具
等

の
民
具

研
究

の
場
合

も

こ
れ

と
同
じ

こ
と

が

い
え

る
。

そ
れ

は
個

体
が

民
具
体
系

(生

活
体
系

)

全
体

か
ら
見

た
ば

あ

い
、

一
つ
の
用

に
た

り
う

る
と

い
う
意

味

で

「
用
素

」

と
し

て
存

す

る

も

の
で
あ
り

、
そ

れ
ら

の
用
素

が
ど

の
よ
う

な

「生

活
体
系

」

か
ら

な

っ
て

い
る

の

か
、

ま

た
、

そ

れ
ぞ

れ

の
自
然
的

、
歴
史

・
社

会
的

な
背
景

が
異

な

っ
た
地

域

の
物

質
文

化
要

素

を
成

立

さ

せ
て

い
る
体
系

を
形
成

す

る
た

め

の
用
素

た
り
う

る
か
を
考

え

て

い
く

。

そ

の
結

果
、

用
素

と

し

て
の
民
具

の
結

合

の
仕

方

に
よ

っ
て
物

質
文
化

を

形
成
し

、
地
域

文
化

を
形

づ
く

る
法
則

性

を
さ
ぐ

り
だ
す

と

い
う

見
解

を

も

つ
こ
と
が

で
き

る
。

た
だ
し
、

民
具

の
構

造
的
把
握

を

お

こ
な

う
場
合

に
は
、
民

具

と
民
具

と

の
結
び

つ
き

の
ほ

か
に
、

民

具

と
自
然

と

の
結

び

つ
き

が
あ

り
、

ま
た
、
民

具
を

製
作

し
た

り
使
用

し
た

り
す

る
技

術

や
、

人

と
人

と

の
結

び

つ
き

も
あ

る
。

し

た
が

っ
て

「構

造
言
語

学
」

で

い
わ

れ
る

よ
う
な
単

純
な
構

造
論

だ

け

で
は
方

法
論

全
体

を

カ
バ

ー
す

る

こ
と

は
で
き
な

い
。

そ

れ
は
筆
者

が

か
ね

て
よ
り
提
唱

し

て

い
る
民

具
研

究

の
方
法

の

一
つ
と
し

て
の

「
鎖
状

連
結
法

」

に
よ

る

こ
と
が
有

用
だ
が
稿

を

改

め
る
。

漁村の民俗世界

⑧

漁
村
と

い
う

「
ム
ラ
」

の
社
会
構
造

と
漁
携

(業

)
の
組
織

農
村

、
漁
村

と

い
う

ム
ラ

の
と
ら

え
か

た

は
生
産

・
生
業

を

主
軸

と

し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

半
農
半

漁
村

な

ど
も
同

じ

で
あ

る
。
内

容

的

に
疑

問

は
残

る
が

こ

こ
で
は

ふ
れ
な

い

(
『近
世
神

奈
川

の
研

究
』
村

上
直

編

・
名

著
出

版

・
昭
和

五
十
年

を
参

照

さ
れ
た

い
)
。

こ
れ
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に
対

し

て
、
山
村

と

い
う

の
は
自
然

的
、

地

理
的

な
表

現

で
あ

り
、
生
産

・
生

業

を
主
軸

に
し

た
分

類

か
ら

は
ず

れ
る
。
林

業

や
山

樵

が

暮

ら

し
で
あ

れ
ば

、
他

の
分

類

も
考

え
ら

れ
よ
う

か
。

漁
村

も
上
述

の
ご

と
く
、

海
村

あ

る

い
は
海

付

き

の
村
、

さ

ら

に
は
柳

田
國

男
氏

の
表

現

を

か

り

れ
ば

、

「海

ば

た

の
村
」

あ

る

い
は

「
浦
磯
岬

の
村

」

の
表

現

が
あ

り
、
農

村
を
平

野
村

あ

る

い
は
平

場

の
村

と

し

て
山

が

ち

の
村

と
区

別

す

る
こ

と
な

ど
が

お

こ
な

わ

れ

て

き

た
。

こ
う

し
た

「
ム
ラ
」

の
社
会

構
造

と
漁
携

(業

)

の
組
織

に
関

し

て
は
、
隣

接
諸
科

学

の
社

会
学

、

地
理
学
等

に
お
け

る
研
究
業
績

が

民
俗

学
以

上

に
多

い
と

い
え
る
。

し

た
が

っ
て
、

こ
こ

で
は
民
俗

学

サ
イ
ド

の
視
点

か
ら

注
目

し

て

い
か
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
若

干

の
主
題

に

つ
い
て
項

目
を
あ
げ

る
程

度

に
せ
ざ

る
を
え

な

い
。

以
下
、

そ

の
主
な
項

目

に

つ
い
て
順

を

お

っ
て
述

べ
た

い
。

特
筆

す

べ
き

は
上

述

し
た
ご

と
く
、

「
村

君

の
残
存

」

に
関

し

て
で
あ

る
。

『豆

州
内
浦

漁
民
史

料
』

を

ま
と

め
た
祝

宮
静

氏

も
櫻

田
勝

徳

氏

と
同
様

に
村

君

の
実

態

に

つ
い
て
は
関

心
を

よ

せ

て

い
た
。

こ

の
こ
と
は
漁

村

に
お
け

る
漁

榜

(業
)

の
形
態

、
組

織
、
方

法
等

を

知

る

こ
と

に
と
ど

ま
ら
ず

、
血

縁
、

地
縁

、
同

族

(親

族

・
親

戚

を
含

め

て
)

や
年

齢

階
梯

制

(若
者

組

や
娘

組
)
、

網

主

(元

)

や
網

子
、

船
主

や
船

子

・
乗

子
、
漁

業
協

同
組

合
、
親

方

・
子
方

の
関
係

、

さ
ら

に
は
経
営
者

と
幹

部
漁

夫

.
漁
夫

の
関

係

な
ど
、

あ
ら

ゆ
る

漁

村

(業

)

に
か
か
わ

る
人

的
組
織

に

か
か
わ
り
を

も

ち
、

漁
村

の
民
俗
世

界

に
大

き
な
影

響
を
与

え

て
き
た

の
で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、
幻
想

的

な
漁
村

(業

)
共
同
体

の
前

近

代
的

な
人
的
組
織

を
解
明

す

る
た
め

の
基
礎
的

な
研
究

と

し

て
も
重
要
な

課
題

で
あ

る
。

し

か
し
、
本

稿

で
は
紙

幅

の
関

係

が
あ

る

の
で
、

詳

細

な
説

明
を
加

え

る

こ
と
が

で
き
な

い
。

し

た
が

っ
て
、
斉

藤

兵
市

氏

に
よ

る

「漁
村

社
会

学

の
課
題
」

ω

(
『社
会

学
評
論

』
第

五
巻
第

三
号

・
日
本

社
会

学
会

・
有
斐

閣

・
昭
和

三
十
年

)
中

に
掲

載

さ

れ
た
地

先
漁

村

及
び
市

街
地
漁

村

に
お
け
る
社
会

構
造

を
模
式

化

し

た
図

を
も

と

に
、

そ

の
内

容
を
説

明

す

る

に
と
ど
め

る
。
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斉
藤

氏

は

「漁

村

は
地
域

的

(形
式

的
)

に
は
、

離
島

漁
村

、
半
島
漁

村

、
沿
岸

漁
村

に
わ
け
ら

れ
、
集
落

別

(実

質
的

)

に
は
地
先

集

落

と
市

街

地
集
落

に
わ

け
ら

れ

る
と
す

る
の
が
筆

者

の
持

論

で
あ

る
」

と
述

べ
る
。

そ

し

て
、

「前

者

は
地

理
的

分

類

で
あ

り
・
後

者

は
社

会
学

的
分
類

」
だ

と
す

る
。

さ
ら

に
、

「
漁
村

の
社
会

構
造

と

は
、
漁
業

集
落

(地

先

と
市

街
地

)

の
構

造

の
こ

と
で
あ

り
、

再
言

す

れ
ば

、
生
活

集

団

と
し

て

の

集
落

集

団

に

お
け

る
人
間
関
係

を

明
ら

か

に
す
る

こ
と
が
漁

村

(漁
業
集
落

)

の
構
造

を

明
ら

か

に
す
る

こ
と

に
な

る
」

と
し
・
漁
業

組

合

(漁
業
協

同
組
合

)

を
中
心

に
す
え
た
模
式

図

を

つ
く

り
あ
げ

て

い
る

(注

・
な

お
斉

藤
氏

は

「
部
落
」

と
表

記
し

て

い
る
が
・
筆
者

は
今

日
的
表

現

と
し

て
な

じ
ま

な

い
と
判
断

し
、

「集

落
」

に
改

め
た
)
。

漁村の民俗世界

こ
の
よ
う
に
、
漁
村
社
会
学

の
分
野

で
は
、
「
漁
業

・
漁
村
」
を
研
究
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
調
査
研
究

の
中
心
は

ヒ
ト

(人
)
で
あ

り
、
大
枠

と
し
て
の

「
ム
ラ

(村
)
」

の
研
究
が
は
ず

さ
れ
、

い
き
な
り
人
的
結
合

の
ヒ
ト

(人
)

の
研
究

に
お
よ
ん

で
い
る
点
が
民
俗

学
的
研
究
と
異
な
る
。

そ
の
他
へ

隣
接
諸
科
学

の
う
ち
、
漁
村

の
民
俗
世
界
を
知
る
う
え
で
稗
益
す
る
研
究
成
果

に
は
、
鈴
木

二
郎
編

『都
市

と
村
落

の
社
会

学
的
研
究
』

(世
界
書
院
)
が
あ
り
、
伊
豆

の
伊
浜
村
を
例

に
漁
村
共
同
体

の
分
析

を
お
こ
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
佐
藤
政
雄
氏

も

『社
会

学
研
究
』

(第

一
〇
号
)

で

「
日
本
海
沿
岸
漁
村

の
生
活
構
造
」

の
調
査
、
研
究
を
発
表
し
て
き
た
。

最
近

の
研
究
成
果
に
は

『沼
津
市
史
』

(漁
業

・
史
料
編
)
が
あ
り
、
宝
永
六
年

二

七
〇
九
)

の

西

津
元
取

か
わ
せ
申
候
証
文
L

と
い
.つ
史
料
中

に
、
重
寺
村

の
四
津
元
が
輔

(イ

ル
カ
)

の
建
網

に

つ
い
て
取

り
か
わ
し
た
覚
書
が

み
ら
れ
、
「網
戸
主
」

と

網

戸
持
L

な

ど
と

み
え

る
。

こ
う

し

た
史

料
中

に
も
漁

村

に
お
け

る
津

元

(網
元

・
船

元

)
以
外

の
仕

組

を

み
る

こ
と
が

で
き

る
。
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基 本 的 集 団 関係

機能 的 樂団 関 係
一。… 一親 方 ・子 方 関係

ノ/ゴ!

朧:翻

r,{乎 漁 夫}

一雇

地間
稼 先取

π臼血 非

乗聡

地

先(漁業

権

他網 業
1

斉藤兵市 「漁村社 会学の課題」(上)漁 村研究 における社会学 的諸問題

論 』第5巻 第3号 〈19>・ 日本社会学会 ・有斐閣 ・昭和30年)よ り引用。

(『社会学評
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お
わ
り
に

以
上
、
社
会
構
造

に
お
け
る
同
族

(本
家

・
分
家
)
、
親
方

・
子
方

の
問
題
、
漁
家

で
幼
少

の
男
児
を
養

子
な
ど
と
称
し
て
迎
え
る
慣

習
や
静
岡
県
御
前
崎

の

「
カ
ド
の
制
度
」
な
ど
漁
村
特
有

の
研
究
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
分
野
が
多

い
に
も
か
か
わ

ら
ず
積

み
残
し

て
し
ま

っ
た
。
後
日
に
期
し
た

い
。

資
料

拙
稿

「海
村
生
活

の
民
俗
」
相
模
湾
沿
岸
に
お
け
る
気
象
埋
諺
と
観
天
望
気
を
中
心
に

(「神
奈
川
県
史
研
究
」
第
29
号
〉

拙
稿

「海
村
生
活

の
民
俗
」
相
州
に
お
け
る
風
位
方
言
を
中
心
に

(「民
俗
」
第
99
号

・
相
模
民
俗
学
会
)

拙
稿

「相
州
の
沿
岸
潮
流
呼
称
と
方
言
」
(横
須
賀
市
人
文
博
物
館
研
究
報
告
書

・
第
33
号
)

拙
稿

「相
州
の
海
神

・
漁
神
と
船
神

(船
霊
)
信
仰
」

(前
編
)
(横
須
賀
市
人
文
博
物
館
研
究
報
告
書

・
第
26
号
)

拙
稿

前
掲
書

(後
編

・
第
27
号
)

拙
稿

「相
州
の
漁
携
伝
統
と
習
俗
」

(前
編
)
(横
須
賀
市
人
文
博
物
館
研
究
報
告
書

・
第
40
号
)

拙
稿

前
掲
書

(後
編

・
第
41
号
)

拙
稿

「夜
漁

の
習
俗
と
伝
統
」

(図
表

の
み
)
(横
須
賀
市
人
文
博
物
館
研
究
報
告
書

・
第
34
号
)

漁村の民俗世界
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